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 主観的咬合感覚の変化が前頭前野の脳血流動態に及ぼす影響 
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と比較して前頭前野の Oxy-Hb 濃度差を認め，VAS の増加に伴って Oxy-Hb 濃
度も増加した．また，Oxy-Hb 濃度の条件間差分波形の AUC と VAS を統計的
に分析した結果，NIRS にて計測した特定のチャンネル（Ch1，Ch13，Ch17）
の AUC 値（信号強度の積分値）は，VAS 値を統計的な有意性を持って予測す
る因子であることが明らかになった．さらに，強い違和感を訴えた被験者群に
対する脳賦活部位の特定を行った結果，右側前頭前野背外側部（ブロードマン
９野）と前頭極（ブロードマン 10 野）に有意性のある脳活動を認め，前記にお
ける Ch13，Ch17 との位置関係が重複していることが今回の研究で明らかにな
った． 
以上のことから，健常者における咬合違和感の認知は，右側前頭前野（ブロ
ードマン 9・10 野）で行われていることが歯科領域において初めて確定するこ
とができた．また，これらの皮質部位の NIRS 計測を行うことにより，主観的
な口腔内感覚である「咬合違和感」を客観的に評価（可視化）することが可能
となった． 
本審査委員会は，申請論文内容から予備審査を施行した結果，「咬合違和感」と
いう特異的病態の解明として，この研究の新規性と鑑別診断等の臨床応用への
発展が見込まれることから，本審査委員会は申請者が博士（歯学）の学位に十
分値するものと認めた。 
